
項 ⽬ 内 容

名称 カフェー酸、コーヒー酸、カフェ酸、カフェイン酸 [英]Caffeic acid [学名]-

概要 カフェー酸は、ケイ⽪酸にふたつの⽔酸基が結合したポリフェノール類のひとつ で

、コーヒー、ココア、りんご、サツマイモ等に含まれることで知られている。多 く

の植物では、配糖体、エステル、遊離体とさまざまな形で存在し、フェニルアラニン

もしくはチロシンからつくられる。植物の代謝過程に関与し、リグニンの⽣合 成に

関わる。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・分⼦式︓C9H8O4、分⼦量︓180.16 。

・別名︓3,4-Dihydroxycinnamic Acid

・植物中では、ポリフェノール類の⼀成分として配糖体、エステル、遊離体として

存在している (101) 。

・キナ酸とエステル結合したものが、クロロゲン酸 (5-O-caffeoylquinic acid)であ

る (101) 。

分析法 ・80％エタノールで抽出したカフェー酸をHPLCで分析した報告がある (101) 。
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中には⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中には⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中には⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中には⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中には⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中には⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中には⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中には⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中には⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中には⾒当たらない。
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